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[要約]

ジェチルピフェニノレについて、細菌を用いる復帰突然変異試験を実施し、陰性の結果

を得た。

検定菌として、 SalmonellaかphimuriumT A 100、TA1535、TA98、TA1537および

Escherichia coli WP2 uvr Aの5菌株を用い、プレインキュベーション法により、 89mix 

無添加および添加条件で、試験を行った。

用量設定試験を 50.0、150、500、1500および 5000同/plateの5段階の用量を設定して

行ったところ、 89mix無添加および添加条件とも、用いたいずれの検定菌においても生

育阻害は認められなかったが、 89mix添加条件において、 TA1535では 150μg/plateの用

量で、 TA98では 50.0陪 /plateの用量で復帰変異コロニー数の増加傾向が認められた。

これらの結果に基づき、最高用量をすべての検定菌で 5000問 /plateとし、公比 2で 5

.........8用量 (39.1.......，5000陪 /plate) を設定して、 2回の本試験を行った。その結果、用いた

すべての検定菌において、 89mixの添加の有無にかかわらず、陰性対照値の 2倍以上と

なる復帰変異コロニー数の増加は認、められなかった口

以上の結果に基づき、ジエチルピフェニルは、用いた試験系において変異原性を有し

ないもの(陰性)と判定したc



[試験目的]

既存化学物質安全性点検に係る毒性調査事業の一環として、ジエチルピフェニノレにつ

いて、細菌を用いる復帰突然変異試験をプレインキュベーション法1) ~こより実施した。

この試験は、 「新規化学物質等に係る試験の方法についてJ (昭和 62年 3月 31日、

環保業第 237号、薬発第 306号、 62基局第 303号、一部改正平成 9年 10月 31日、環保

安第 287号、衛生第 127号、平成 09・10・31基局第2号)および rOECD化学物質試験

法ガイドライン 471/細菌を用いる復帰突然変異試験J (1997年 7月 21日採択)に基づ

き、 「化学物質 GLPJ (平成 12年 3月 1日改正、環保安第 41号、生衛発第 268号、平

成 12・02・14基局第 1号)を遵守して実施した。
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[材料および方法]

1.被験物質

被験物質であるジエチルピブエニノレ[略号:DEBP、英名:diethylbiphenyL ロット番

号 、製造: ]は淡黄色透明液体であり、

から提供を受けた。被験物質の物理化学的性状等を Appendix1に示す口被験

物質は、使用時まで密閉容器に入れ、遮光して冷蔵(実測値:2'""'-'80C) で保管した。

被験物質提供者において、実験終了後に返却した被験物質をガスクロマト方により

非 GLP下で分析した結果、被験物質は実験期間中安定であったことが確認された

(Appendix 2)。なお、被験物質に関する資料(非 GLPデータ)は、被験物質提供者の

責任に基づき確認、提供された資料であることから、試験結果の信頼性を損なうもので

はないと判断した。

2.陽性対照物質

用いた陽性対照物質および調製法は以下のとおりである。

各検定菌に用いた陽性対照物質は、当研究所で十分な蓄積データが得られている物質

および用量とし、それぞれを結果の各 Table中に示した。

名称 略称 製造者 ロット番号(購入日) 純度

2-(2-79 Jレ)-3・(5-ニトロー AF2 和光純薬工業側 CKQ1402 99.0% 

2-79ル)アクリルアミド (2001年 9月 13日)

ァγ化ナトリウム SA 和光純薬工業(欄 ELE2329 99.2010 
(2001年 5月 15日)

9-アミノアタリγン 9AA Sigma Chem. Co. 106F06681 97%以上

(2001年 5月 15日)

2-アミノアントラセン 2AA 和光純薬工業側 DWK5667 97.4% 
(2001年 9月 13日)

AF2、9AAおよび2AAはジメチルスルホキシド (DMSO、和光純薬工業側、ロット番

号:PKJ4820) に、 SA は日局注射用水(~槻大塚製薬工場、製造番号: K2H76)に溶解し、

所定の濃度に調製した後、冷凍保存(設定温度:-20
0

C) し、調製後 6か月以内のものを

用時に解凍して用いた口
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3.検定菌

「新規化学物質等に係る試験の方法について」に従い、試験には、ネズミチフス菌

(Salmonella砂phimurium)T A 1 00、TA1535、TA98、TA1537および大腸菌 (Escherichiacoli) 

WP2 uvrAを用いた。

S. typhimuriumの4菌株は 1997年 8月7日に、 E.coli WP2 uvrA株は 1997年 4月 9日

に、いずれも日本バイオアッセイ研究センターの より分与された。

s. typhimuriumの4菌株を用いる試験は、ヒスチジン要求性から非要求性への復帰突然変

異2)、E.co/i WP2 uvr A株を用いる試験は、トリプトファン要求性から非要求性への復帰

突然変異3) を指標とした変異原性の検出系である。

検定菌は凍結保存(設定温度:-80
0C)したものを用いた。各菌株の凍結保存菌の調製

時に、アミノ酸要求性、 UV感受性、膜変異(ゆ)、アンピシリン耐性因子 pKMI01(プ

ラスミド)の有無および陰性対照と陽性対照の変異コロニー数について調べ、特性が維

持されていることを確認した。

試験に際して、ニュートリエントブロス No.2 (Oxoid Ltd.) を入れた L字型試験管に

解凍した菌液を 12μL(TAI00、TA1535および TA98) あるいは 6μL(TA1537および

WP2 uvrA)加え、 37
0

Cで 10時間往復振とう培養したものを試験菌液とした。試験菌液

は、分光光度計(岡島津製作所、型式:UV-120-02) により 660nmの吸光度を測定し、

測定値が 2002年度の背景データの平均値の 90%以上であることを確認した。試験に用

いた検定菌の生菌数を段階希釈法により求め、 Appendix3に示した。

4.試験材料

1)合成培地

培地は、極東製薬工業側製の最少グルコース寒天培地(ロット番号:DZA4AOOl、

2003年 10月 24日製造)を用いた。なお、培地 1Lあたりの組成は以下のとおりで、

径 90mmのシャーレ 1枚あたり 30mLを流して固めたものである。

硫酸マグネシウム・七水和物 0.2 g 

クエン酸・一水和物

リン酸水素二カリウム

リン酸一アンモニウム

水酸化ナトリウム

2 g 

10 g 

帽 4-

1.92 g 

0.66 g 



グルコース 20 g 

大洋寒天(清水食品側) 15 g 

2) トップアガー

以下の水溶液 (A) に (B) または (C) を容量比 10:1の割合で混合した。

(A) パクトアガー (DifcoLab.) 0.6 w/v% 

塩化ナトリウム 0.5 w/v~ん

(B) Salmonella砂'[Jhimurium用

L-ヒスチジン 0.5 mmo1/L 

D-ピオチン 0.5 mmol/L 

(C) Escherichia coli用

L-トりプトファン 0.5 mmol/L 

3)肝臓エキス (S9)

キッコーマン闘で製造したもの

を購入して用いた。

(ロット番号:RAA-494、2003年 12月 12日製造)

①動物

②誘導方法

③89調製

④保存条件

Sprague-Dawley系ラット、雄 :7週齢

フェノパノレピタール (PB)および 5，6-ベンゾフラボン (BF) を、

1日目 PB30 mg/kg、2日目 PB60 mg/kg、3日目 PB60 mg/kgおよ

び BF80 mg/kg、4日目 PB60 mg/kg腹腔内投与した。

5日目に致死させて摘出した肝臓を生理食塩液で濯流したのち、 3

倍量の 0.15mol/L塩化カリウム溶液を加えてホモジナイズし、

9000Xgで 10分間遠沈して得た上清画分口

ディープフリーザー(設定温度:-80
0C)で保存した。製造後 6か

月以内に使用した。

4) S9 mixの組成および調製

89 mix 1 mLあたりの組成は以下のとおりで、用時氷冷下で混合して調製した。
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成 分 89 mix 1 mL中の量 調製濃度

89 0.1 mL 10 vol% 

0.2 mollLナトリウムーリン酸緩衝液(pH7.4) 0.5 mL 100μmol/mL 

Cofactor* 0.38 mL 

f 塩化抑ウム 33μmol/mL 

ゲ1レコサー6-9ン酸 5μmol/mL 

NADH 4μmol/mL 

、.NADPH 4μmollmL 

0.4 mol/L塩化マグネシウム搭液 0.02 mL 8μmol/mL 

キ:Cofactorは、上記の成分を混合して調製した後、凍結保存(設定温度:個別OC)

し、調製後 6か月以内に用時解凍して試験に用いた。

5.被験物質調製液の調製

被験物質は 50.0mg/mLの濃度で水に不溶であるが DM80には溶解することから、試

験に際しては被験物質を DMSO(和光純薬工業側、ロット番号:PKJ4820) に溶解して

最高用量の調製液 (50.0mg/mL) を調製し、以下同溶媒で順次希釈して速やかに試験に

用いた。調製濃度を以下に示す。

用量設定試験:0.500、1.50、5.00、15.0、50.0mg/mL 

本試験:0.391、0.781、1.56、3.13、6.25、12.5、25.0、50.0mg/mL 

なお、被験物質調製液の調製時に、発熱、発泡および変色は認められなかった。

6.試験操作

1)試験操作

試験は、プレインキュベーション法により、被験物質をそのまま検定菌に作用させる

89 mix無添加条件および噛乳動物(ラット)のもつ薬物代謝酵素によって産生される被

験物質の代謝物の変異原性を試験する 89mix添加条件で、行った。

小試験管中に被験物質調製液 0.1mL、89mix無添加条件では 0.1mol/Lナトりウムーリ

ン酸緩衝液 (pH7.4) 0.5 mL、89mix添加条件では 89mix 0.5 mL、試験菌液 0.1mLを混

合し、 37
0Cで20分間プレインキュベーションしたのち、トップアガー2mLを加えて混

和し、合成培地平板上に流して固めた。また、被験物質調製液の代わりに使用溶媒 0.1mL 

または陽性対照物質溶液を加えて、それぞれ陰性対照および陽性対照とした。陰性およ
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び陽性対照の結果については、同時に実施した他試験と共通に用いた。

培養は 370Cで 48時間行い、発生した復帰変異コロニー数を、コロニーアナライザー

(システムサイエンス側、 CA-l1)または目視により算定した。なお、 2回の本試験にお

いては、培養終了後からコロニ一計測までの 1日間、合成培地平板を冷蔵(設定温度:4
0

C)

で保管した。被験物質に由来する沈澱の有無は、目視により観察した。また、生育阻害

の有無については、目視あるいは実体顕微鏡下で、寒天表面の菌叢の状態から判断した。

用いた平抜は用量設定試験においては、陰性および陽性対照では 3枚ずつ、各用量につ

いては l枚ずっとした。また、本試験においては、両対照および各用量につき 3枚ずつ

を用い、それぞれの平均値と標準偏差を求めた。陰性および陽性対照の復帰変異コロニ

ー数の平均値を、それぞれ陰性対照値および陽性対照値とした。

上記の方法により、用量設定試験は 1回、本試験は 2回実施し、結果の再現性を確認

した。

2)試験用量

用量設定試験においては、 「新規化学物質等に係る試験の方法について」に従い、最

高用量を 5000陪 /plateとし、 50.0、150、500、1500および 5000開/plateの5段階の用量

を設定した。

本試験においては、用量設定試験で生育阻害が認められなかったことから、最高用量

をすべての検定菌について 5000問/plateとした。なお、S9mix添加条件において、TA1535

では 78.1、156、313、625、1250、2500および 5000陪 /plateの7用量、 TA98では 39.1、

78.1、156、313、625、1250、2500および 5000陪/plateの 8用量を設定し、それ以外の

検定菌および S9mix無添加条件では 313、625、1250、2500および 5000陀/plateの5段

階の用量を設定した。

3)無菌試験

最高用量の被験物質調製液 0.1mLおよび S9mix 0.5 mLを、それぞれ合成培地平板上

に滴下して、培養終了時に雑菌の混入の有無を調べた。

4)識別法

平板側面に識別番号を記載した。 S9mix無添加条件は黒、 S9mix添加条件は赤の色で

識別した。菌の識別は、 TAI00は0、TA1535は5、TA98は9、TA1537は7、WP2uvrA 
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はW とした。用量の識別は、菌の識別番号の右に用量の低いものから 1、2、3、 ・・・

と記入した。陰性対照および陽性対照は、菌の識別番号の左に各々0および Pと記入し

て識別した。

7.判定

用いた 5種の検定菌のうち、 1種以上の検定菌の 89mix無添加条件あるいは 89mix 

添加条件において、被験物質を含有する平板上における復帰変異コロニー数の平均値が、

陰性対照値のそれに比べて 2倍以上に増加し、その増加に再現性および用量依存性が認

められた場合に、本試験系において変異原性を有する(陽性)と判定することとした。

[予見することができなかった試験の信頼性に影響を及ぼす疑いのある事態

及び、試験計画書に従わなかったこと]

本試験期間中に、 「予見することができなかった試験の信頼性に影響を及ぼす疑いの

ある事態及び試験計画書に従わなかったととj はなかった。
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[結果および考察]

1.用量設定試験

最高用量を 5000陪 /plateとし、 50.0、150、500、1500および 5000陪 /plateの5段階の

用量を設定して用量設定試験を行った (Table1)。その結果、 S9mix無添加および添加

条件ともに、用いたいずれの検定菌においても生育阻害は認められなかった。被験物質

に由来する沈澱は、 S9mix無添加条件では 1500陪 /plate以上の用量で、 S9mix添加条件

ではすべての用量で認められた。なお、 S9mix添加条件において、 TA1535では 150

μg/plateの用量で、 TA98では 50.0陪 /plateの用量で復帰変異コロニー数の増加傾向が認

められた。

以上の結果から、本試験における最高用量をすべての検定菌で 5000同 /plateとした。

2.本試験

上記の最高用量に基づき、S9mix添加条件において、TA1535では公比 2で 7用量(78.1

"-' 5000陀 /plate)、TA98では公比 2で 8用量 (39.1"-'5000陪 /plate)を設定し、それ以外

の検定菌および S9mix無添加条件では公比 2で 5用量 (313"-'5000陪 /plate)を設定して

2回の本試験(本試験 Iおよび本試験n)を行った (Table2， 3... Figure 1， 2)。その結果、

S9 mix無添加および添加条件ともに、用いたいずれの検定菌においても生育阻害は認め

られなかった。被験物質に由来する沈殿は、 S9mix無添加条件では本試験 Iでは 2500

陪 /pl剖e以上の用量で、本試験Hでは 1250陀 /plate以上の用量で認められ、 S9mix添加

条件では 2回の本試験とも、すべての用量で認められた口

復帰変異コロニー数は、用いたすべての検定菌において、 S9mixの添加の有無にかか

わらず、陰性対照値の 2倍以上となる増加は認められなかった。

すべての試験において、最高用量の被験物質調製液および S9mixへの雑菌の混入は認

められなかった。また、いずれの検定菌においても陽性対照物質の変異原性が検出され、

陰性対照値および陽性対照値は、ともに背景データ CAppendix4) の変動範囲内(平均

値+3X標準偏差)であったことから、本試験系の有効性が確認された。
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なお、ジエチノレピフェニノレについては、当研究所で実施したチャイニーズ・ハムスタ

ー培養細胞を用いる染色体異常試験でも陰性の 4)結果が得られている。また、関連物質

である Biphenylについては、復帰突然変異試験では陰性、染色体異常試験ではマウス 89

を用いた代謝活性化法で陽性の 5，6)結果が報告されている。 4-Ethylbiphenylについては

復帰突然変異試験および染色体異常試験ともに陰性の結果が報告されている 7)。

以上の結果に基づき、ジエチノレピフェニルは、用いた試験系において変異原性を有し

ないもの(陰性)と判定した。
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Table 1 Cytotoxicity of diethylbiphenyl in bacteria 

Wi也(+)or Test subStance Numberofr，古田rtants(number of colonies I plate， Mean士S.D)

without(・) dose Base -pair substi加tion勿pe

S9mix (μ.gl plate) TAI00 TA1535 WP2uvrA TA98 

。 94 114 106 12 9 11 22 25 20 21 23 

( 105土 10 ) 11土 2 ) 22土 24土

50.0 96 3 17 19 

S9mix 150 131 3 16 21 

(ー) 500 92 12 25 17 

1500 ↑ 102 9 21 17 

5000 t 147 10 22 16 

。 142 132 141 11 5 9 20 23 26 32 21 

( 138土 6 ) 8土 23土 27土

50.0 t 117 8 20 41 

S9mix 150 ↑ 134 16 10 31 

(+) 500 t 141 5 22 29 

1500 t 140 10 19 27 

5000 ↑ 108 8 22 36 

Positive Chemical AF2 SA AF2 AF2 

control Dose (μ.g / plate) 0.01 0.5 0.01 0.1 

S9 mix (・) Numberof 504 497 519 570 633 588 164 158 154 430 449 

colonies I plate ( 507士 11 ) ( 597土 32 ) ( 159土 ( 458土

Positiv申 Chemical 2AA 2AA 2AA 2AA 

con甘01 Dose (陪Iplate) 1 2 10 0.5 

印刷x(+) Numberof 714 701 720 309 341 291 972 957 892 407 398 

colonies I plate ( 712土 10 ) ( 314土 25 ) ( 940ギ一一 空i ( 409土

Negative control， Dimethyl sulfoxide 

The purity ofthe test substance w酪 97.74%.

This substance contained 2.26% u田:pec出ed拙血purity.

AF2，2・(2・Fuη1)・3・0・m仕0・2・h可l)aαylar由de;SA， Sodium azide; 9AA， 9・h由noacrid血.e;2AA， 2・h国noan曲rac叩 e
t， Precipitate w拙 observedon the surface of agar plates. 
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Frameshift type 

TA1537 

27 13 12 9 

11土 2 ) 

5 

6 

5 

6 

4 

27 11 14 15 

6 ) 13士 2 ) 

13 

11 

7 

6 

5 

9AA 

80 

496 291 357 506 

34 ) ( 385土 110) 

2AA 

2 

422 227 235 227 

12 ) ( 230士 5 ) 



Table 2 Mutagenicity of diethylbiphenyl in bacteria (り

Wi血(+)or Test substance Number of revert創出(numberof colo出es/ plate， Mean土S.D)

without(ー) dose Base -pair substi加tiontype 

S9mix (μg/ plate) TAI00 TA1535 WP2uvrA TA98 

。 122 113 127 12 12 11 13 18 18 29 21 

( 121土 7 ) 12土 16土 29土

313 115 104 97 9 g 9 26 28 18 26 29 

( 105土 9 ) 9土 24土 26土

S9mix 625 123 115 101 8 6 9 24 26 27 23 19 

( 113士 11 ) 8土 2 ) 26土 2 ) 20土

(・) 1250 113 103 111 9 8 8 25 16 24 26 18 

( 109土 8土 22 ::1: 20土

2500 t 126 129 121 14 10 7 30 33 20 28 22 

( 125士 4 ) 10土 4 ) 28土 7 ) 26土

5000 ↑ 133 164 148 6 8 6 26 25 24 22 14 

( 148土 16 ) 7土 25士 18土

。 125 128 141 12 8 4 38 20 33 44 23 

( 131士 9 ) 8土 4 ) 30土 9 ) 32土

39.1 t NT NT NT 37 37 

41土

78.1 t NT 11 10 4 NT 36 43 

8土 4 ) 40士

S9mix 156 t NT 15 9 6 NT 43 33 

10土 5 ) 37士

(+) 313 112 109 130 4 9 9 25 22 22 31 34 

( 117土 11 ) 7土 3 ) 23土 2 ) 31土

625 145 129 132 5 8 4 25 31 28 30 34 

( 135::1: 9 ) 6土 2 ) 28土 3 ) 28士

1250 t 149 134 106 8 6 2 20 22 24 34 35 

( 130土 22 ) 5土 3 ) 22土 2 ) 33土

2500 t 135 134 146 6 5 8 18 16 25 30 27 

( 138土 7 ) 6土 2 ) 20土 5 ) 28士

5000 t 114 115 117 4 14 4 35 27 21 38 31 

( 115士 2 ) 7土 28土 7 ) 35土

Positive Chemical AF2 8A AF2 AF2 

control Dose (μg/ plate) 0.01 0.5 0.01 0.1 

89 mix (・) Numberof 434 406 425 579 502 539 178 150 166 469 521 

colo出自s/ plate ( 422土 14 ) ( 540土 39 ) ( 165土 14 ) ( 508士

Positive Chemical 2AA. 2AA. 2AA. 2AA. 

control Dos白 (μg/plate) 2 10 0.5 

89 mix (+) Numberof 639 624 709 341 331 356 922 957 957 387 410 

colonies / plate ( 657土 45 ) ( 343土 13 ) ( 945土 20 ) ( 407士

Negative control， D血lethylsulfoxide 

百lepurity ofthe test subは叩cew.描97.74%.

百世ssubstance corr白血己d2.26% unspec泊ed田加lpurity.

AF2，2・0・Furyl)ふ (5-ni仕0・2・白巧rl)acrylamide;SA， Sodium azide; 9 AA， 9・Aminoacridine;2AA， 2・Amino組曲racene
t， Precipitate w.制observedon世間su由 ceof agar plat田.
NT， N ot tested 
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Frameshi食旬pe

TA1537 

38 11 13 4 

9土

22 7 7 5 

4 ) 6土

18 5 8 3 

5土

16 5 8 5 

5 ) 6士 2 ) 

27 4 10 5 

3 ) 6土 3 ) 

19 6 5 6 

4 ) 6土

28 16 16 12 

15士 2 ) 

49 NT 

7 ) 

41 NT 

4 ) 

34 NT 

6 ) 

27 10 15 14 

4 ) 13士

21 3 11 6 

7 ) 7土 4 ) 

31 11 8 8 

2 ) 9士 2 ) 

28 9 8 9 

2 ) 9士

36 7 7 6 

4 ) 7士

9AA. 

80 

533 224 290 259 

34 ) ( 258土 33 ) 

2AA. 

2 

425 207 211 243 

19 ) ( 220土 20 ) 



Table 3 Mutagenicity of diethylbiphenyl in bacteria (II) 

Wi出(+)or Testsub坑ance Number ofrevlぽtants(number of colonies / plate， Mean士S.D)

without (ー) dose B描 6・p幻rsubstitution type 

S9mix (μg! plate) TAI00 TA1535 WP2 uvrA TA98 

。 131 114 107 14 13 13 26 22 24 14 14 

( 117土 12 ) 13土 24 ::1:: 2 ) 14土

313 104 139 105 6 8 10 15 14 22 18 22 

( 116::1:: 20 ) 8土 ~ ) 17 ::1:: 4 ) 19土

S9mix 625 92 114 98 10 8 5 19 22 21 19 14 

( 101士 8土 3 ) 21土 2 ) 16士

十) 1250 t 103 120 95 9 8 11 24 23 26 19 11 
( 106土 13 ) 9士 2 ) 24土 2 ) 15土

2500 t 145 132 134 7 17 14 17 22 24 14 18 
( 137士 7 ) 13土 21土 4 ) 16士

5000 t 162 140 150 10 10 10 32 29 22 16 15 

( 151土 11) 10士 28土 15土

。 103 106 125 8 8 10 26 28 34 18 22 

( 111士 12 ) 9土 29土 4 ) 23士

39.1 t NT NT NT 31 37 

33土

78.1 t NT 16 12 7 NT 35 43 

12士 36土

S9mix NT 5 10 6 NT 28 26 

7士 3 ) 25土

(+) 313 t 126 105 100 8 11 5 18 29 26 27 24 

( 110士 14 ) 8土 24土 6 ) 25土

625 t 129 126 130 6 7 7 15 34 19 18 22 
( 128土 2 ) 7土 23土 10 ) 20土

1250 t 141 135 143 3 8 8 22 28 23 23 26 

140土 4 ) 6士 3 ) 24 ::1:: 3 ) 24土

2500 t 139 116 116 5 6 9 30 23 26 18 22 

( 124土 13 ) 7土 2 ) 26士 4 ) 21土

5000 t 147 130 113 6 4 14 18 17 28 17 25 

( 130土 17 ) 8土 21土 6 ) 19士

Positive Chemical AF2 SA AF2 AF2 

control Dose (μg / plate) 0.01 0.5 0.01 0.1 

89 mix (ー) Numberof 442 439 450 446 541 550 147 170 146 371 398 

colo出回/plate ( 444土 6 ) ( 512士 58 ) ( 154土 14 ) ( 417土

Positive Chemical 2AA 2AA 2AA 2AA 

control Dose (μg/ plate) 2 10 0.5 

89 mix (+) Numberof 653 704 705 359 328 350 1026 1011 838 404 384 

colonies / plate ( 687土 30 ) ( 346士 16 ) ( 958士 104) ( 400土

Negative control， Dimethyl su旺oxide

The purity ofthe test subst如何 W出 97.74%.

百世ssubstance contained 2.26% unspecified割問purity.

AF2，2・0・Fuη1)・3・(5・出仕0・2・白可l)acrylru:凶de;SA， Sodium azide; 9 AA， 9・M世田aαidine;2AA， 2・Aminoan也racene

↑， Precipitate w拙 observedon the surface of agar plates. 

NT， N ot tested 
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J<rameshift type 

TA1537 

15 6 6 10 

7土 2 ) 

17 8 6 3 

3 ) 6士 3 ) 

15 5 4 

3土 2 ) 

15 2 7 5 

4 ) 5士 3 ) 

15 4 5 2 

2 ) 4::1:: 

13 3 4 

2 ) 3土 2 ) 

30 14 15 11 

6 ) 13土 2 ) 

31 NT 

3 ) 

29 NT 

7 ) 

22 NT 

3 ) 

24 11 20 10 

2 ) 14士 6 ) 

20 7 7 17 

2 ) 10 ::1:: 6 ) 

24 9 8 9 

2 ) 9士

24 11 10 6 

3 ) 9土

15 9 11 10 

10土

9AA 

80 

482 262 269 297 

( 276士 19 ) 

2AA 

2 

412 224 211 213 

14 ) ( 216土 7 ) 



TA98 
100 

80 

n

u

n

U

 

R
U

凋
『

2
2
a
¥
ω
一FE
E
-』

ω〉
ω匡

20 

TA100 
500 

φ 
+' 
何

ぞ 300
ω 
+' c 
伺

E200 
〉
ω 
江

400 

100 

78.1 156 313 625 1250 2500 5000 

Dose (μg/plate) 
39.1 。
。

5000 313 625 1250 2500 

Dose (μg/plate) 

。。

TA1537 
100 

80 

20 

40 

60 

2
旦
且
¥
E
C
E
L
@
〉
@
庄

TA1535 
100 

80 

60 

40 

20 

。一百一色
¥ω
日

F
C偲リ
F
L
C
〉
@
庄

5000 313 625 1250 2500 

Dose (μg/plate) 
。。5000 2500 156 313 6251250 

Dose (μg/plate) 
78.1 。

。

--O-S9 mix(ー)

一色ーS9mix(+) 

WP2 uvrA 
100 

80 

60 

40 

20 

ω一百五
¥ω
一F
E
E
-』
O
〉
@
庄

5000 313 625 1250 2500 

Dose (μg/plate) 

。。

Figure 1 Dose response curves in mutagenicity test (1) of diethylbiphenyl 
in bacteria 
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Figure 2 Dose response curves in mutagenicity test (II) of diethylbiphenyl 
in bacteria 

-16-


	表紙
	目次
	要約
	試験目的
	試験材料及び方法
	試験結果
	考察及び結論
	参考文献
	表
	図

		2024-03-07T19:32:41+0900
	National Institute of Health Sciences




